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３
月
議
会
で
は
、
私
︵
中
村
れ
い
子
︶
は
代
表

質
問
を
し
、
そ
の
後
の
質
疑
で
、
国
民
健
康
保
険

制
度
、
夜
間
休
日
応
急
診
療
所
に
つ
い
て
な
ど
質

疑
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
三
島
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
新
駅
の
可
能
性
の
検
討
、
市

民
の
た
め
の
改
革
な
ど
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

運
営
が
大
阪
医
科
大
学
に

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の

患
者
の
受
け
入
れ

３月議会
子どもの貧困問題、国民健康保険、高槻市の
あり方などについて質問しました

一般質問

　

昨
年
４
月
に
大
阪
医
科

大
学
に
移
転
を
決
定
し
て

以
降
、
意
見
交
換
会
を
行

い
検
討
し
て
き
た
と
、
市

議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

  

三
島
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
は
、
高
槻
市
と
島
本

町
を
中
心
と
し
た
重
症
患

者
、
生
命
に
危
険
が
あ
る

患
者
に
対
し
、
初
期
の
高

度
治
療
を
専
門
に
行
な
う

医
療
施
設
、
３
次
救
急
医

療
施
設
と
し
て
１
９
８
５

年
11
月
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
公
益
財
団
法

人
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
３
市
１

町
で
構
成
す
る
「
三
島
二

次
医
療
圏
救
急
医
療
検
討

会
」
で
検
討
し
、
耐
震
性

の
課
題
な
ど
か
ら
移
転
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
は
、
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
昨

年
12
月
に
運
営
主
体
を
大

阪
医
科
大
と
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
主
体
を
変
更
す
る

に
至
っ
た
経
緯
、
ま
た
運

営
主
体
を
変
更
す
る
権
限

は
ど
こ
に
な
る
の
か
、
お

答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

現
行
の
母
体
病
院
を
持

た
な
い
「
単
独
型
」
か
、

運
営
主
体
を
大
阪
医
科
大

学
に
す
る
「
併
設
型
」
を

検
討
す
る
中
で
、「
併
設
型
」

に
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

運
営
主
体
の
変
更
は
三
島

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
理

事
会
で
決
定
す
る
。

　

三
島
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
は
、
三
島
２
次
医
療

圏
で
唯
一
の
重
傷
・
重
篤

患
者
に
対
応
す
る
３
次
救

急
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
大

切
な
財
産
で
あ
り
、
今
後

も
３
次
救
急
医
療
体
制
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
本
市
の
役

割
で
あ
る
。

　

患
者
を
断
る
件
数
は

２
０
１
３
年
の
６
１
７

件
を
ピ
ー
ク
に
一
定
改

善
は
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
０
１
６
年
は
３
０
６
件

断
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

︵
集
中
治
療
室
︶
が
満
床
と

い
う
理
由
が
一
番
多
く
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ト
数
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
大
阪
医
科
大
学

に
移
転
後
は
、
ベ
ッ
ト
数

や
機
能
は
、
今
よ
り
よ
く

な
る
の
か
、
お
答
え
く
だ

さ
い
。

市
の
答
弁

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
今
の
施
設
の

面
積
が
狭
く
、
増
や
す
の

は
難
し
い
。
大
阪
医
科
大

学
へ
の
移
転
ま
で
の
間
、

移
転
後
も
救
急
医
療
体
制

の
充
実
に
尽
力
す
る
。

　

市
政
方
針
で
は
、
夜
間

休
日
応
急
診
療
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

さ
れ
ま
し
た
。
三
島
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
移
転
が

決
め
ら
れ
、
残
さ
れ
る
応

急
診
療
所
は
ど
う
す
る
の

か
で
す
。

　

特
に
、
深
夜
帯
で
急
病

や
外
傷
に
対
し
て
、
住
民

が
安
心
し
て
診
療
を
受
け

ら
れ
る
応
急
診
療
所
で
す
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
小
児

科
に
茨
木
市
、
摂
津
市
が

加
わ
り
広
域
化
さ
れ
患
者

数
が
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
役
割
は
大
き
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
診
療
体
制
を
、

引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と

夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の
継
続
を

を
前
提
で
検
討
さ
れ
る
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

市
の
答
弁

　

小
児
救
急
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
移
転
も

含
め
て
関
係

団
体
と
検
討

す
る
。
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毎月、第 2土曜日です

高
齢
者
が
元
気
だ

と
他
の
制
度
に
良

い
影
響
が

新
駅
の
可
能
性
の
検
討
は
財
政
的
に
無
理
が
あ
る

市
民
の
た
め
の
改
革
に

　
「
み
ら
い
の
た
め
の
経
営

革
新
」
の
取
り
組
み
の
方

向
制
と
し
て
、
歳
出
改
革

で
受
益
者
負
担
の
見
直
し

や
、
公
有
財
産
の
活
用
処

分
の
推
進
、
新
た
な
財
源

の
創
出
と
あ
り
ま
す
。
高

齢
者
へ
の
数
百
万
円
規
模

の
家
賃
補
助
制
度
を
廃
止

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
受

益
者
負
担
の
見
直
し
な
の

で
す
か
。
負
担
す
る
能
力

が
な
い
人
に
ま
で
、
負
担

を
求
め
る
こ
と
が
改
革
な

の
で
す
か
。

　

市
は
、
高
齢
化
に
よ
る

特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
が
何
倍
に
も
な
る
と
言

い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
で
状

況
は
変
わ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
４
月
か
ら
の
介

護
保
険
の
基
準
額
は
、
大

阪
市
は
全
国
最
高
と
言
わ

れ
て
お
り
、
高
槻
市
の
１・

６
倍
に
も
な
り
ま
す
が
、

高
齢
化
率
は
高
槻
よ
り
低

い
で
す
。
必
ず
し
も
高
齢

化
率
と
負
担
は
イ
コ
ー
ル

で
は
な
い
で
す
。
高
齢
者

に
元
気
に
す
ご
し
て
も
ら

　
普
通
建
設
費
は
１
９

９
２
年
が
過
去
最
高
額
で

３
１
６
億
円
、
歳
入
の

31
・
５
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
翌
年
も
３
０
７
億

円
、
30
・
３
％
の
支
出
で

す
。

　

そ
の
後
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
５
年
前

の
２
０
１
３
年
は
、
前
年

度
よ
り
57
億
円
増
加
し

１
５
０
億
円
に
な
り
、
歳

入
の
13
・
５
％
で
す
。

　

必
要
な
施
設
も
あ
り
ま

し
た
が
、
必
要
で
な
か
っ

た
開
発
や
施
設
の
建
設
、

規
模
が
適
切
だ
っ
た
の
か
、

い
ろ
ん
な
議
論
が
そ
の

ホッ

トコーナー

高
槻
は
、
自
然
と
に
ぎ
わ
い
の
調
和
が
と

れ
た
ま
ち 

こ
れ
以
上
の
開
発
は
問
題

　

高
槻
市
は
総
面
積
の

約
４
割
を
山
間
部
が
占

め
、
駅
か
ら
山
が
見
え
、

市
街
地
に
も
農
地
が
残

る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で

す
。
山
間
部
を
除
く
調

整
区
域
は
24
％
で
全
休

で
も
農
地
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
人
が
住
む

に
は
、
い
ろ
ん
な
施
設

や
公
園
、
自
然
が
必
要

で
す
。
そ
う
い
う
点
で

は
高
槻
市
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
良
い
ま
ち

で
す
。
こ
れ
以
上
の
開

発
は
高
槻
市
の
魅
力
が

な
く
な
り
ま
す
。
山
と

川
が
あ
り
、
調
整
区
域

や
農
用
地
が
あ
り
、
商

業
施
設
も
あ
る
都
市
で

す
。 

  

市
は
、
調
整
区
域
で

優
良
な
ま
と
ま
っ
た
農

地
が
あ
る
萩
の
庄
に
、

Ｊ
Ｒ
の
駅
を
新
た
に
建

設
す
る
可
能
性
を
検
討

す
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

市
の
計
画
で
は
、
一
団

の
農
地
は
保
全
す
る
と

な
っ
て
お
り
、
環
境
面

か
ら
見
て
も
新
駅
の
開

発
は
問
題
で
す
。

　

市
長
は
答
弁
で
検
討

の
結
果
、
新
駅
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と

し
ま
し
た
。

中
村
れ
い
子

62

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
市
バ
ス
の
敬
老

パ
ス
な
ど
必
要
な
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
の
こ
と
が
、
本
人

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
市

の
負
担
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
さ
ら
に
、
小
学
校
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
自
治
会
活
動
な
ど
、

い
ろ
ん
な
役
割
を
果
た
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の

点
は
ど
う
判
断
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。
何
を
す
れ

ば
良
く
な
る
の
か
を
、
考

え
る
こ
と
が
、
行
政
の
仕

事
で
は
な
い
で
す
か
。
市

の
見
解
を
求
め
ま
す
。

時
々
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
５
年
間
は
、
安
満

遺
跡
公
園
整
備
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
や
中
学
校
給

食
な
ど
必
要
な
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
新
駅
の
可

能
性
の
検
討
や
、
Ｊ
Ｒ
京

都
線
の
高
架
化
事
業
な
ど

は
、
今
ま
で
の
事
業
と
は
、

全
く
違
う
も
の
で
す
。
こ

れ
以
上
の
開
発
を
す
る
必

要
は
な
く
、
財
政
的
に
も

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
財
政
が
厳
し
い

か
ら
、
歳
出
・
歳
入
と
も

見
直
す
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
10
年
間
の
歳
出
に
占

め
る
普
通
建
設
費
は
ど
の

く
ら
い
を
考
え
て
い
る
の

か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

今
後
の
普
通
建
設
費
は

10
％
か
ら
15
％
を
見
込
ん

で
い
る
。

再
質
問

　

今
後
、
富
田
に
あ
る
市

営
住
宅
の
建
替
え
費
用
が

必
要
に
な
れ
ば
も
っ
と

増
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
高
架

化
で
の
市
の
負
担
は
約

１
０
０
億
円
規
模
に
な
り

ま
す
。
新
駅
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
も
、
財
政
的
に

無
理
が
あ
り
ま
す
。

市
の
答
弁

　

実
施
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
必
要
性
や
有
効
性

を
総
合
的
に
検
証
す
る
こ

と
で
、
新
に
必
要
な
事
業

の
選
択
と
最
適
化
を
進
め

る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
様
に
経
過

や
理
由
な
ど
を
て
い
ね
い

に
説
明
す
る
。


